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４
月
５
日
～
９
日
の
期
間
、

国
立
江
田
島
青
少
年
交
流
の
家

で
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ

れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
入

生
全
員
と
教
職
員
が
１
泊
２
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
良
好
な

信
頼
関
係
の
構
築
と
帰
属
意
識

の
定
着
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

１
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
る

大
学
入
門
ゼ
ミ
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
運
動
会
や
カ
ッ

タ
ー
研
修
に
取
り
組
み
、
ゼ
ミ

の
時
間
で
は
、
教
員
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
（
自
己
紹
介
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
を

行
っ
た
。
初
め
は
不
安

や
緊
張
が
見
ら
れ
た

が
、
次
第
に
笑
顔
も
増

え
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
様

子
が
伺
え
た
。

　

新
入
生
全
員
が
入
学

式
か
ら
数
日
の
う
ち
に

１
泊
２
日
の
共
同
生
活

を
体
験
す
る
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
円
滑
な
学
生

生
活
の
ス
タ
ー
ト
と

良
好
な
人
間
関
係
づ
く

り
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
。

　

４
月
１
日
、
平
成
31
年
度
入

学
式
が
本
学
石
田
記
念
体
育
館

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
満

開
の
桜
が
出
迎
え
る
な
か
、
経

済
学
部
（
経
済
学
科
３
５
５

名
）、
経
営
学
部
（
経
営
学
科

３
１
３
名
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
58
名
）、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
部
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

72
名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
67
名
）
と
大
学
院
12
名
が
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

式
で
は
、
小
谷
幸
生
学
長
か

ら
「
本
学
の
教
育
目
的
は
『
ゼ

ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
』
興
動
人

の
育
成
で
す
。『
興
動
人
』
と

は
『
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
斬
新
な
発
想
と

旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、
そ
し
て

仲
間
と
協
働
し
て

何
か
を
成
し
遂
げ

る
力
を
備
え
た
人

材
』
を
意
味
し
ま

す
。『
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い

斬
新
な
発
想
』
は
、

獲
得
し
た
知
識
を

も
と
に
自
分
の
頭

で
考
え
抜
く
こ
と

か
ら
生
ま
れ
ま

す
。
ま
た
『
旺
盛

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
や
仲
間
と
協
働
し
て
成
し
遂

げ
る
力
』
は
、
豊
か
な
人
間
力

の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と

の
証
明
で
す
。
大
学
生

活
で
皆
さ
ん
が
こ
れ
ら

の
資
質
を
磨
き
上
げ
、

興
動
人
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
式
辞
が

あ
り
、
続
い
て
学
部
を

代
表
し
て
重
岡
ひ
ろ
み

さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
１
年
・
広
島

県
／
広
島
皆
実
高
校
出

身
）
と
、
大
学
院
を
代

表
し
て
石
田
茉
穂
さ
ん

の
２
名
が
「
学
術
の
研

鑚
に
専
念
し
、
世
界
の
平
和
・

繁
栄
に
貢
献
し
得
る
人
物
と
な

る
べ
く
、努
力
を
い
た
し
ま
す
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、石
田
恒
夫
理
事
長
、

伊
藤
彰
彦
保
護
者
会
副
会
長
か

ら
、
新
入
生
お
よ
び
保
護
者
の

方
々
へ
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
ら

れ
、最
後
に
大
学
歌
を
斉
唱
し
、

厳
粛
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

午
後
か
ら
は
、
各
学
科
に
分

か
れ
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
保
護

者
対
象
の
教
育
懇
談
会
、
施
設

見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
学
内
は
一
日
中
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、

小
谷
幸
生
学
長
に
話
を
聞
い

た
。

　
「
本
学
教
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
『
身
を
切
る
改

革
』
に
、
ひ
と
つ
の
成
果
を
得

ら
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
入
試
改

革
と
並
行
し
て
『
学
生
を
鍛
え

上
げ
る
』
こ
と
を
主
眼
と
し

た
『
教
育
改
革
』
で
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
と
と
も
に

成
績
評
価
の
厳
格
化
や
学
修
さ

せ
る
仕
組
み
・
環
境
の
充
実
化

に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

入
試
改
革
前
と
比
較
し
て
、
学

生
の
受
講
態
度
や
出
席
率
の
向

上
、
単
位
修
得
数
の
増
加
、
成

績
上
位
層
の
割
合
の
高
ま
り
な

ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
高
い
学

力
を
有
す
る
学
生
が
学
ぶ
意
欲

を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と
授
業

に
臨
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
相
乗
効
果
の
ひ
と

つ
と
し
て
、『
大
学
探
し
ラ
ン

キ
ン
グ
ブ
ッ
ク
２
０
１
９
』（
株

式
会
社
大
学
通
信
）
の
高
等
学

校
教
諭
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
『
入

学
後
、
生
徒
を
伸
ば
し
て
く
れ

る
大
学
』
で
、
中
国
四
国
地
区

の
文
系
私
立
大
学
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
入
学
試
験
で

は
、
広
島
県
内
外
の
進
学
校
か

ら
の
受
験
者
・
入
学
者
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

定
員
充
足
は
、
本
学
の
取
り
組

み
に
多
く
の
方
が
ご
賛
同
く
だ

さ
り
、
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」 

と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い

て
確
か
な
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
「
定
員
確
保
よ
り
も
、
教
育

の
質
の
保
証
を
優
先
す
る
」
と

い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
合
格

ラ
イ
ン
引
き
上
げ
を
断
行
し

維
持
し
て
き
た
「
入
試
改
革
」

が
、
平
成
31
年
度
入
学
試
験
で

７
年
目
を
迎
え
、
改
革
後
初
め

て
定
員
を
充
足
し
た
。
入
試
改

革
３
年
目
の
平
成
27
年
度
入
学

試
験
で
は
８
５
０
名
の
定
員
に

対
し
、
入
学
者
数
が
６
６
０
名

ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
平

成
28
年
度
入
学
試
験
か
ら
は
志

願
者
数
・
入
学
者
数
と
も
に
増

加
に
転
じ
た
。
そ
し
て
平
成
31

年
度
に
は
、
入
学
定
員
を
上
回

る
８
６
５
名
の
入
学
者
を
迎

え
た
。
ま
た
、
入
試
改
革
前

年
度
に
は
２
９
１
７
名
だ
っ

た
志
願
者
数
が
、
平
成
31
年

度
に
は
約
１
０
０
０
名
増
の

３
９
１
３
名
に
ま
で
達
し
て

い
る
。
入
試
改
革
後
の
広
島
経

済
大
学
が
多
く
の
受
験
生
や
保

護
者
、
教
育
関
係
者
の
方
々
に

高
い
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
が

グ
ラ
フ
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。

　

平
成
25
年
度
入
学
試
験
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
入
試
改
革
」
が
７
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
「
戦
略
的
定
員
割

れ
」
を
続
け
て
い
た
が
、
改
革
後
初
め
て
定
員
を
充
足
し
た
。
こ
れ
は
、「
教
育
の
質
の
保
証
」
に
向
け
て
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
身
を
切
る
改
革
」
が
、
受
験
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
支
持
を
得

た
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
入
試
改
革
初
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
小
谷
幸
生
学
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。

大
学
改
革
の
歩
み
に
大
き
な
成
果

�
～
受
験
生
、地
域
に
選
ば
れ
る
大
学
へ
～

記念撮影をする様子

笑顔を見せる新入生たち

平
成
31
年
度
　
入
学
式 

挙
行

カッター研修を経て一致団結したゼミ生

平
成
31
年
度 

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

３
学
部
５
学
科
の
「
社
会
科

学
系
総
合
大
学
」
と
し
て
さ
ら

な
る
進
化
を
続
け
る
広
島
経
済

大
学
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
小
谷
幸
生
学
長
は
「
３

学
部
体
制
に
な
っ
た
こ
と
で
、

学
習
環
境
が
拡
充
さ
れ
学
部
内

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
な
り
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
自
由
度
も
高
ま
り
ま
し

た
。
各
学
部
の
専
門
性
を
備
え

た
有
為
な
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
今
後
も
改
革
の
歩
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

入
試
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
開
始
の
『
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
』（
旧
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
）
を
は
じ
め
、
国
を

挙
げ
て
の
入
試
改
革
が
本
格
化

し
ま
す
。
本
学
で
は
、
こ
れ
ま

で
入
試
の
難
易
度
に
主
眼
を
置

い
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
よ

り
学
力
を
問
う
科
目
設
定
と
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
加

え
た
評
価
方
法
を
導
入
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
学
生
の
質
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
学
は
こ
れ
か
ら
も
教
育
力

向
上
へ
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

変
化
の
大
き
い
現
代
で
生
き
抜

く
力
を
備
え
た
『
興
動
人
』
を

育
成
し
、
社
会
に
貢
献
し
続
け

る
大
学
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
生
や
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
『
広
島
経
済
大
学
で
よ

か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
も
全
力
で
学
生

を
支
え
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

入
試
改
革
か
ら
７
年
、

つ
い
に
定
員
充
足

小
谷
学
長
が
語
る

教
育
改
革
の
手
応
え

今
後
の
さ
ら
な
る

改
革
の
推
進
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卒業生×恩師
大学で培った「学問」に向き合う姿勢が社
会人として成長し、仕事を楽しむ原動力に。
細井：河上さんは、何事にもとにかく一生懸命に取り
組む学生でした。「学生懸賞論文大会」では３・４年次
の２年連続で準優秀賞を受賞するなど、成果も残して
いましたね。
河上：３年次の論文は「学生が大学に求めるもの」を
テーマにグループ研究に取り組みました。私たちのグ
ループは「サービス」に興味を持つメンバーが集まり、
自分たちを含めて学生のニーズを探求することになり
ました。
細井：ときには厳しい指摘もしましたね（笑）。私は学
生に「大学は勉強する場所ではなく『学問する場』だ」
と伝えています。理論は知っているだけでは役に立ち
ません。本当に正しいのか？真実はどこにあるのか？を
自分で問い、追究することが大切です。それは社会人
として仕事を学び、成長していくうえでも重要なこと
です。
河上：「学問する姿勢」が仕事に活かされているのを実
感しています。これまでに営業や情報システム、マー
ケティングなどの部門を経験しましたが、どの業務に
おいても大学で修得したマーケティングの基本スキル
が活かされています。現在、所属するＨＲでは戦略人
事として、会社のヴィジョン実現に向けた組織づくり
のため、人材開発や採用などでもマーケティングの経
験が、私の強みになっています。

マーケティングは世の中を「ハッピー」にす
る。その学びが、今の仕事を楽しむ力に。
河上：ゼミで特に印象に残っているのは、「それは世の
中にとってハッピーなの？」と問いかけられたことです。
マーケティングというと「モノを売るためだけの仕組
み」や「効率的に売上を上げる施策」などと思われが
ちですが、「売れること」はあくまで結果。商品やサー
ビスを通して多くの人が幸せになり、いろどり豊かな
社会の成果が売上につながる。そうしたマーケティン

他ではできない貴重な経験を積み重ね、
広い視野と深い教養を培った大学生活。
田村：ゼミで一番印象に残っているのは、2016 年に横
浜市で開催された「FIFA クラブワールドカップ」の運
営補助をさせていただいたことです。試合前に未発表資
料である「スターティングメンバーリスト」を報道陣に
配布する役目を担い、広大なスタジアム内を走って配っ
た際の緊張感とわくわく感は今でも忘れられません。
濱口：私が電通サッカービジネスの責任者時代、ブラッ
ター FIFA 会長から電通作業のトヨタカップを拡大して

「FIFA クラブワールドカップ」にし、「世界一のクラブ
決定戦を」との提案を受け入れてプロデュースしたご
縁で実現した実習でした。大きなステージを経験する
ことで人間は大きく成長すると考えているので、学生
には積極的に「経験の場」を提供しています。
田村さんは入学時から海外志向が強く、ゼミ以外でも

卒業生×恩師 　在学中の思い出や、大学で学ん
だ経験が今どのように活かされて
いるのかなど卒業生とゼミ教員の
リアルな声をお届けします。

学生時代と
　今に迫る!!対談

教 員
細井 謙一教授

　本学教授を務めながら、（株）
アスカネット取締役、（公財）
広島市産業振興センター理事、

（一財）お好み焼アカデミー理
事を務め、産業界とのつながり
を活かして学生に貴重な学びの
機会を提供している。

教 員
濱口 博行教授

　元電通エグゼクティブ・プロ
デューサー。2002年FIFAワー
ルドカップ日本招致委員会 国際
部長、2002 年 FIFA ワールド
カップ日本組織委員会 国際部長 
等を歴任。現在、東アジアサッ
カー連盟 CFO を務め、スポー
ツの感動を学生に伝えている。

卒 業 生

卒 業 生
田村 太志さん

（株）JTB 広島支店
営業第一課 勤務
スポーツ経営学科 2018年３月卒業

（鹿児島県／甲南高校出身）
　在学中は濱口ゼミで国際的なスポー
ツイベントのサポートを経験し、「ス
ポーツツーリズム」に興味を持ち、現
在は旅行会社に勤務。スポーツの感動
で日本を元気にすることが夢。

グの奥深さを先生から指導いただいたことが、仕事を
楽しむ大きな力になっています。
細井：私の伝えたかったことが河上さんの心に残って
いて、とても嬉しいです。ゼミでの学びはもちろん、
大学でのさまざまな経験の積み重ねは、社会に出て思
わぬところで役立つことを実感できるものです。河上
さんは留学も経験していましたよね？
河上：３年次に英国オックスフォード・ブルックス大学
のサマースクールに参加しました。学生時代に海外経
験したことで、多様な価値観に触れ、物事を捉える視
野を広げることができました。
細井：仕事で英語を使うこともあるのでは？
河上：ダイバーシティの推進や組織開発の一環として、
社内では英語の文書やコミュニケーションが多くなって
います。また、グローバル人材の採用においても多様性

ハワイで行われたホノルルマラソンの運営サポートを
経験しましたね。
田村：はい、在学中は本当に多くの学びと経験の機会
をいただきました。そのなかで、「スポーツツーリズム」
という分野に興味を持ったことが、旅行業界への就職
を目指すきっかけになりました。
現在は、企業・団体向けの旅行プランの提案や旅行の
添乗を務めています。目標は、多くの人にスポーツと
旅を楽しんでいただく「スポーツツーリズム」を手が
けたいと思っています。
濱口：そうしたプロデューサー思考を学生時代から持っ
ていましたね。私はスポーツを学ぶ学生たちに、スポー
ツの楽しさを多くの人と共有するプロデューサー思考
を備えてほしいと思っています。だからこそ、ゼミでは
スポーツに限らず多様な経験の機会を設けています。
田村：ゼミで映画を観たり、美術館に行ったりしました

の受容など、留学経験が活きていることを感じます。
広島経済大学には、細井先生のように実業界とつなが
りの深い先生が多いことも魅力ですね。実務的な話を
紹介していただけるので、理論を「自分ごと」として
考え、理解を深めることができました。
細井：本学には、実業界のなかでも世界的なステージ
で活躍したトップクラスの教員が多くいます。彼らの
知識や経験を吸収できる環境が整っていますね。
仕事に対する今後の目標は？
河上：マーケティングの視点を活かしてヒトを中心と
した組織開発を提供する事業を立ち上げるのが夢です。
マーケティングは全ての業務に活かせる思考なので、組
織全体がマーケティングの発想を持つことができれば、
今以上にいろどり豊かな仕事ができると思っています。
細井：それはいいですね！期待しています。

ね。また、食事会ではタイ料理やトルコ料理などさま
ざまな国の料理店で新しい料理との出合いを楽しむ「感
動体験」の機会をいただきました。
濱口：「感動体験」は、人の心の栄養になります。その
蓄積が人を強くすることを、私自身がワールドカップ
の国際部長を務めた経験から感じています。

スポーツの楽しみを追求するだけでなく、
「世のため人のために」貢献しよう。
田村：濱口先生は「世のため人のために」ということ
をよくおっしゃっていましたね。
濱口：私は、スポーツの究極の目的は「世界平和」だ
と思っています。現実は難しいこともよくわかっていま
すが、その志があるかないかでは、スポーツビジネス
に携わった際に生み出すものは大きく異なるでしょう。
田村：私も「世のため人のために」の志をもって仕事
をしたいと常に思っています。
濱口：嬉しいですね。今後はどのような仕事をしたい
と思っていますか？
田村：2020 年には東京オリンピック、2021 年にはワー
ルドマスターズゲームズが日本で開催されます。しか
し、こうしたビッグイベントの会場は東京都や大阪府
など大都市に集中するため、地方都市では盛り上がり
にくい現状があります。スポーツで地域を元気にする
ために、地域に根づいたスポーツイベントとツーリズ
ムの融合が鍵になると考えています。
濱口：とても面白い取り組みだと思います。私も今、
外国の都市とスポーツを活用した街づくり（スポーツ
シティ）の仕事に携わっているんですよ。スポーツを
キーワードに海外と日本の地方都市が姉妹協定を結ぶ
ことができれば、新しい交流が生まれます。将来的には、
田村さんと一緒に新しいプロジェクトができるかもし
れませんね！
田村：良いですね！ 社会人としてしっかりと経験を積
み、学生時代にお世話になった濱口先生に恩返しがで
きればと思っています。
濱口：田村さんならきっと自分の目標を実現できると
思いますよ。楽しみにしています。

河上 泰一さん
メガネの田中ホールディングス（株）

HR 勤務
経営学科 2001年３月卒業
（広島県／崇徳高校出身）

　マーケティングを学ぶため広島経
済大学へ。３・４年次は細井ゼミで、
マーケティングの理論と実践を「学
問」する力が鍛えられた。現在は全国
にチェーン展開する老舗メガネ店で、
マーケティング部門を経て人材開発や
採用を担当している。
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【令和元年度】資金収支予算書  � （単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 予　算 科　目 予　算

学生生徒等納付金収入 2,826,300,000 人件費支出 2,111,300,000
手数料収入 67,000,000 教育研究経費支出 842,600,000
寄付金収入 1,000,000 管理経費支出 316,000,000
補助金収入 250,300,000 借入金等利息支出 0
　国庫補助金収入 250,000,000 借入金等返済支出 0
　地方公共団体補助金収入 300,000 施設関係支出 178,000,000
資産売却収入 240,000,000 設備関係支出 127,000,000
付随事業・収益事業収入 51,000,000 資産運用支出 316,900,000
受取利息・配当金収入 250,000,000 その他の支出 21,200,000
雑収入 39,000,000 （予備費） 100,000,000
借入金等収入 0 資金支出調整勘定 △�24,000,000
前受金収入 603,100,000 翌年度繰越支払資金 603,100,000
その他の収入 284,400,000
資金収入調整勘定 △�588,000,000
前年度繰越支払資金 568,000,000

収入の部　合計 4,592,100,000 支出の部　合計 4,592,100,000

【令和元年度】事業活動収支当初予算書  � � （単位：円）
科　目 予　算 科　目 予　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,826,300,000

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 10,000,000
手数料 67,000,000 その他の特別収入 2,000,000
寄付金 1,000,000 特別収入計 12,000,000
経常費等補助金 250,300,000 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 400,000
　国庫補助金 250,000,000 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 300,000 特別支出計 400,000
付随事業収入 16,000,000 特別収支差額 11,600,000
雑収入 39,000,000 （予備費） 50,000,000
教育活動収入計 3,199,600,000 基本金組入前当年度収支差額 △�498,700,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,127,300,000 基本金組入額合計 △�307,000,000
教育研究経費 1,470,100,000 当年度収支差額 △�805,700,000
管理経費 349,000,000 前年度繰越収支差額 △�1,401,534,273
徴収不能額等 0 基本金取崩額 0
教育活動支出計 3,946,400,000 翌年度繰越収支差額 △�2,207,234,273
教育活動収支差額 △�746,800,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 250,000,000 （参考）
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動収入計 3,496,600,000
教育活動外収入計 285,000,000 事業活動支出計 3,996,800,000

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 285,000,000
経常収支差額 △�461,800,000

【平成30年度】資金収支計算書  企業会計のキャッシュフロー計算書に類似するもので、当該年度におけるすべての収入及び支出の内容と支払資金（現金預金）の収入及び支出のてん末を明らかにするためのものです。�（単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 決　算 科　目 決　算

学生生徒等納付金収入 2,729,449,600 人件費支出 2,303,229,103�
手数料収入 77,391,714 教育研究経費支出 718,918,801�
寄付金収入 1,120,000 管理経費支出 309,691,916�
補助金収入 272,700,973 借入金等利息支出 0�
　国庫補助金収入 272,442,767 借入金等返済支出 0�
　地方公共団体補助金収入 258,206 施設関係支出 62,715,600�
資産売却収入 247,517,897 設備関係支出 163,044,641�
付随事業・収益事業収入 53,306,154 資産運用支出 918,573,386�
受取利息・配当金収入 283,208,187 その他の支出 46,336,453�
雑収入 308,955,719 資金支出調整勘定 △�37,685,096
借入金等収入 0 翌年度繰越支払資金 891,937,269�
前受金収入 587,477,000
その他の収入 127,339,091
資金収入調整勘定 △�817,725,320
前年度繰越支払資金 1,506,021,058

収入の部　合計 5,376,762,073 支出の部　合計 5,376,762,073

【平成30年度】事業活動収支計算書  企業会計の損益計算書に類似するもので、当該年度の事業活動収入及び事業活動支出の内容を経常的収支及び臨時的収支に区分して表示し、それぞれの収支状況を把握したものです。�（単位：円）

科　目 決　算 科　目 決　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,729,449,600

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 11,986,897
手数料 77,391,714 その他の特別収入 5,373,048
寄付金 0 特別収入計 17,359,945
経常費等補助金 268,949,940 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 6,660,322
　国庫補助金 268,691,734 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 258,206 特別支出計 6,660,322
付随事業収入 18,306,154 特別収支差額 10,699,623
雑収入 309,076,093 基本金組入前当年度収支差額 △�318,512,899
教育活動収入計 3,403,173,501 基本金組入額合計 △�137,125,164

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,325,962,468 当年度収支差額 △�455,638,063
教育研究経費 1,379,531,799 前年度繰越収支差額 △�648,734,273
管理経費 345,099,943 基本金取崩額 0
徴収不能額等 0 翌年度繰越収支差額 △�1,104,372,336
教育活動支出計 4,050,594,210
教育活動収支差額 △�647,420,709 （参考）

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 283,208,187 事業活動収入計 3,738,741,633
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動支出計 4,057,254,532
教育活動外収入計 318,208,187

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0
教育活動外収支差額 318,208,187
経常収支差額 △�329,212,522

貸借対照表（平成31年３月31日） ３月末現在の財産状況を明らかにしたものです。� （単位：円）

資産の部 負債の部
科　目 平成30年度末 科　目 平成30年度末

固定資産 44,618,507,102 固定負債 818,571,943
　有形固定資産 22,767,219,567 　　退職給与引当金 818,571,943
　　うち土地 4,110,212,384 流動負債 664,910,923
　　うち建物 12,345,088,301 　　うち前受金 587,477,000
　　うち教育研究用機器備品 294,317,574 負債の部合計 1,483,482,866
　　うち図書 5,453,724,282 純資産の部
　特定資産 9,824,471,293 科　目 平成30年度末
　　うち第２号基本金引当特定資産 8,500,000,000 基本金 45,422,984,071
　　うち第３号基本金引当特定資産 1,195,000,000 繰越収支差額 △�1,104,372,336
　その他の固定資産 12,026,816,242 純資産の部合計 44,318,611,735
流動資産 1,183,587,499 負債及び純資産の部合計 45,802,094,601
　　うち現金預金 891,937,269

資産の部合計 45,802,094,601 た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護
者

会
規
約
第
11
条
に
よ
り
、
保
護

者
会
総
会
の
代
行
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、
平
成

　

令
和
元
年
度
保
護
者
会
春
季

役
員
会
が
、
78
人
の
出
席
の

も
と
、
５
月
30
日
広
島
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

高
校
教
員
対
象  

大
学
説
明
会
開
催

30
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報

告
並
び
に
監
査
報
告
が
行
わ
れ

た
。
引
き
続
き
、
令
和
元
年
度

の
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予

算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
学
事
報
告
と
し
て
、

小
谷
幸
生
学
長
（
名
誉
会
長
）

か
ら
、
入
学
試
験
の
結
果
、
就

職
状
況
を
は
じ
め
、
学
習
支
援

体
制
な
ど
大
学
の
近
況
に
つ
い

て
、
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
、

役
員
会
を
終
了
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
新
旧
役
員
、
顧
問
及
び
教

職
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
活
発

に
な
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
、
毎

年
、
高
等
学
校
の
先

生
方
を
お
招
き
し

て
、
本
学
の
現
況
や

入
試
制
度
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
進
路

指
導
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
大
学

説
明
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

今
年
度
は
本
学

会
場
（
５
月
27
日
、

28
日
）
と
山
口
（
５

月
29
日
）、松
山(

５

月
30
日)

、岡
山(

６

月
４
日)

、松
江(

６

月
５
日)

、 

福
山（
６

月
６
日
）
で
計
７
日

間
催
し
、
合
わ
せ
て

１
１
１
校
１
１
９

名
に
出
席
い
た
だ

い
た
。

　

説
明
会
で
は
、
小

谷
幸
生
学
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

の
後
、大
学
の
現
況
報
告
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
就

職
支
援
・
実
績
説
明
、
平
成
31

年
度
入
試
結
果
報
告
・
令
和
２

年
度
入
試
要
項
説

明
、
令
和
３
年
度
入

試
の
告
知
と
続
き
、

最
後
に
質
疑
応
答

及
び
個
別
相
談
を

行
っ
た
。
現
況
報
告

で
は
、
教
育
の
成
果

や
就
職
支
援
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

出
席
さ
れ
た
先

生
方
は
、
入
試
や
大

学
の
現
況
報
告
に

真
剣
な
様
子
で
耳

を
傾
け
ら
れ
、
ま

た
、
説
明
会
終
了
後

に
は
、
卒
業
し
た
教

え
子
た
ち
の
近
況

を
聞
か
れ
る
姿
も

あ
っ
た
。

　

今
後
も
、本
学
の
取
り
組
み
、

特
色
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
本
会
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

保護者会春季役員総会の様子

高校の先生方に挨拶をする小谷幸生学長（本学会場）

同窓会留学生奨学生決定
　広島経済大学同
窓会では、外国人
留学生を支援する

「同窓会留学生奨学
金」を毎年１名に
年額 50 万円支給し
ている。今年度は
中国出身の邱卓臻
さん（キュウ・タ
クシン／経営学科
２年）に決定した。

〈邱卓臻さんの話〉
卒業生である義兄が勧めてくれたことから広島経済大
学を選びました。現在はマーケティングの理論と実践、
流通システムや経営管理などについて学んでいます。
例えば、携帯電話などでの大容量・高速通信が可能
になる通信規格「５G」が普及することで、今までに
ないサービスを扱う新事業が誕生するのではないかと
思います。そうしたマーケティングの知識を未来に活
かして社会に貢献したいと考えています。

邱さん ( 左 ) と竹村雅之同窓会会長 ( 右 )

学生生徒等納付金
73.0%

手数料

経常費等補助金
7.2%

雑収入8.3%

受取利息・配当金
7.6%

その他の教育活動外収入
資産売却差額

その他の特別収入

人件費
57.3%

管理経費
8.5% 資産処分差額

教育研究経費
34.0%

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
資産売却差額
その他の特別収入

80.8%
1.9%
0.0%
7.2%
0.5%
1.1%
7.1%
1.0%
0.3%
0.1%

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
資産処分差額
予備費

53.2%
36.8%
8.7%
0.0%
0.0%
1.3%

付随事業収入

手数料

経常費等補助金
7.2%

雑収入

受取利息・配当金
7.1%

その他の教育活動外収入

その他の特別収入
付随事業収入

学生生徒等納付金
80.8%

資産売却差額

管理経費
8.7%

資産処分差額

教育研究経費
36.8%

予備費

人件費
53.2%

事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率 事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率

令
和
元
年
度
　

保
護
者
会
春
季
役
員
会
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６
月
27
日
、
明
徳
館
７
階
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ト
に

お
い
て
「
女
子
学
生
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
・

茶
話
会
」
を
実
施
し
た
。
こ
の

会
は
、
女
子
学
生
が
豊
か
な

人
生
を
設
計
す
る
た
め
の
意

識
作
り
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
先

輩
３
名
を
招
い
て
毎
年
開
催

し
て
い
る
。
今
年
は
１
年
次

生
か
ら
４
年
次
生
ま
で
27
名

が
参
加
し
、
卒
業
生
か
ら
学

生
生
活
の
思
い
出
や
就
職
活

動
、
そ
し
て
働
く
女
性
と
し

て
の
今
に
つ
い
て
の
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
講
演
会

の
後
は
、
明
徳
館
５
階
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

卒
業
生
を
囲
ん
で
の
茶
話
会
を

行
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
就
職
活
動
に
対
す
る
不
安

や
、
学
生
時
代
に
何
を
し
て
お

け
ば
い
い
の
か
な
ど
、
熱
心
に

質
問
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
先
輩

方
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
お
話
し

し
た
い
！
」「
先
輩
の
話
を
聞

い
て
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を

し
よ
う
と
思
っ
た
」「
迷
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
先
輩
の

話
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
将

来
に
向
け
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
や
就
職
活
動
へ
の
不
安
解
消

に
役
立
っ
た
よ
う
だ
。

職
員
と
学
生
の

信
頼
関
係
が
カ
ギ

　

平
成
31
年
３
月
卒
業
者
の
就

職
率
は
98
・
６
％
（
就
職
希
望

者
）
と
な
り
、
本
学
史
上
２
番

目
に
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
広

島
県
内
大
学
生
の
就
職
率
は

96
・
１
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
み

て
も
好
結
果
と
言
え
る
。

　

民
間
企
業
へ
の
就
職
で
は
、

一
部
上
場
企
業
へ
の
就
職
者
が

増
加
。
さ
ら
に
県
庁
や
市
役
所

を
は
じ
め
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
に
決
ま
っ
た
「
公
務
員

養
成
講
座
」
の
受
講
生
か
ら
喜

び
の
報
告
も
届
い
た
。

　

本
学
で
は
、
自
分
の
将
来
を

切
り
開
こ
う
と
す
る
学
生
の

高
い
意
欲
に
応
え
、
学
生
の
希

望
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て

丁
寧
に
就
職
活
動
の
歩
み
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
本
学
独
自
の

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
の
就
職

支
援
を
徹
底
し
て
い
る
。
１
年

次
か
ら
就
職
へ
の
意
識
を
高
め

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
ほ
か
、

将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
話

を
聞
く
「
３
年
次
全
員
面
談
」

や
、
ゼ
ミ
教
員
と
連
携
し
て
学

生
の
就
職
活
動
の
動
向
を
把
握

し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
る
。
学
生
か
ら
の

信
頼
も
厚
く
、
就
職
活
動
を
始

め
た
学
生
の
多
く
が
、
企
業
の

選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
選
考
結

果
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
自
主
的
に
報
告
に
来
て
い

る
。
こ
う
し
た
信
頼
関
係
の
強

さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
企
業
の

方
々
が
求
め
る
人
材
に
適
し
た

学
生
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

る
。満

足
度
の
高
い

就
職
支
援
を
目
指
し
て

　

毎
年
、
就
職
活
動
を
終
え
た

４
年
次
生
に
就
職
活
動
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
企
業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
数

や
本
学
で
実
施
す
る
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る

満
足
度
等
の
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
要
望
」
の
記

述
欄
も
設
け
て
い
る
。
自
由

記
述
に
も
関
わ
ら
ず
、
面
談
や

個
別
相
談
を
担
当
し
た
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
職
員
へ
の
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
非
常
に
多
く
、

「
親
身
に
な
っ
て
く
れ
た
〇
〇

さ
ん
の
お
か
げ
」「
就
職
活
動

を
通
し
て
成
長
で
き
た
」「
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
も
本
学
な
ら
で
は
だ
ろ

う
。

　

就
職
活
動
の
満
足
度
を
高
め

る
た
め
に
は
、
学
生
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
声
も
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
学
で
開
催
す
る
学
内

合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
学
生
の
印

象
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
へ
の
要
望

な
ど
を
聞
き
、
次
回
の
開
催
に

活
か
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
教
育
効
果
を
検
証

し
教
育
の
改
善
に
取
り
組
む
た

め
に
、
本
学
卒
業
生
を
採
用
し

た
全
て
の
企
業
に
対
し
て
３
年

毎
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
。
卒

業
生
の
在
籍
状
況
や
印
象
、
採

用
に
あ
た
っ
て
重
視
さ
れ
て
い

る
点
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
よ
り
よ
い
マ
ッ
チ
ン
グ

に
活
か
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
よ
り

よ
い
就
職
支
援
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
学
生
が
自
信
を
持
っ
て

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
今

後
も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

　

本
学
は
産
学
連
携
事
業
の
一

環
と
し
て
、
平
成
30
年
６
月
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
提
案

す
る
新
し
い
食
育
活
動
と
若
者

へ
の
み
そ
の
消
費
拡
大
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
に
新
庄
み
そ

株
式
会
社
と
の
間
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。
共
同
で
商

品
開
発
を
進
め
て
き
た
結
果
、

「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
み
そ
ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
」
と
い
う
商
品
名
の

新
商
品
が
５
月
８
日
に
発

売
さ
れ
た
。

　

共
同
開
発
に
携
わ
っ
て

き
た
山
下
修
明
さ
ん
（
経

営
学
科
４
年
・
広
島
県
／

広
島
国
泰
寺
高
校
出
身
）

は
、「
若
者
層
の
み
そ
の

消
費
が
減
少
し
て
い
る
現

状
を
知
り
、
ど
う
す
れ
ば

大
学
生
に
み
そ
汁
を
飲
ん

で
も
ら
え
る
の
か

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
分
析
、
店
舗
視

察
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
「
簡
単
、
適
量
、
美

味
し
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
浮
か
び
上
が
り
、
お
湯
に
溶

く
だ
け
で
１
杯
分
の
み
そ
汁
が

楽
し
め
る
手
軽
な
個
包
装
連
結

タ
イ
プ
の
み
そ
汁
（
５
個
セ
ッ

ト
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
若
者
に
も
手
に
と
っ
て
も

ら
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
ニ
ー

ズ
の
高
か
っ
た
豆
知
識
を
ク
イ

ズ
形
式
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
取
り

入
れ
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
を
使
っ

た
点
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」と
、

本
商
品
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

販
売
促
進
も
担
当
し
て
い
る

日
高
佑
宇
さ
ん
（
経
済
学
科
３

年
・
広
島
県
／
安
西
高
校
出
身
）

は
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
購
買
場

所
と
し
て
支
持
が
高
か
っ
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
販

売
展
開
を
狙
い
、
株
式
会
社
フ

レ
ス
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ご

協
力
の
も
と
、
広
島
県
内
の
フ

レ
ス
タ
全
店（
レ
ッ
ツ
庄
原
店
・

レ
ッ
ツ
戸
河
内
店
を
除
く
）
で

販
売
を
開
始
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
若
者
が

よ
く
立
ち
寄
る
売
場
に
も
置
い

て
い
た
だ
き
﹃
つ
い
で
買
い
﹄

の
傾
向
調
査
を
一
部
の
店
舗
で

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
商

品
展
開
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
み
そ
の
消
費
傾
向

を
調
査
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

　

本
学
に
赴
任
し
て
９
年
目
を

迎
え
た
。
毎
年
、
個
性
的
な

学
生
が
ゼ
ミ
を
選
択
し
て
く
れ

る
。
ゼ
ミ
活
動
（
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
）

は
大
学
教
育
の
中
で
最
も
重
要

な
位
置
づ
け
で
あ
る
。
ゼ
ミ
で

の
命
題
は
、
い
か
に
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
を
高
め
る
か
。

口
頭
で
言
う
の
は
簡
単
で
あ
る

が
、
そ
の
実
践
は
難
し
い
。
考

え
方
の
ひ
と
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

が
社
会
経
済
の
分
野
に
ど
の
よ

う
に
リ
ン
ク
す
る
か
、
そ
の
方

法
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。

思
い
起
こ
せ
ば
、こ
の
教
え
は
、

学
生
時
代
の
恩
師
が
ゼ
ミ
活
動

を
通
じ
て
教
授
し
て
く
れ
た
こ

と
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
同
じ

経
験
を
現
在
の
学
生
に
も
さ
せ

た
い
と
、
ゼ
ミ
活
動
の
内
容
に

も
力
が
入
る
。

　

ゼ
ミ
活
動
の
一
例
と
し
て
、

年
に
複
数
回
、
県
内
外
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
出
向
き
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
実
施
す

る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
、

来
場
者
と
調
査
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須
だ
。
収
集

し
た
デ
ー
タ
の
入
力
と
分
析
、

報
告
書
の
作
成
と
い
っ
た
段
取

り
も
学
ぶ
。
デ
ー
タ
を
も
と
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
す
る
。

さ
ら
に
、
学
外
で
成
果
を
発
表

す
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
ゼ
ミ

生
の
能
力
を
引
き
出
そ
う
と

試
行
錯
誤
の
日
々
で
あ
る
。
国

内
外
の
ス
タ
ジ
ア
ム
／
ア
リ
ー

ナ
の
視
察
、
試
合
観
戦
も
行

う
。
過
去
に
は
、
海
外
で
の
視

察
に
同
行
す
る
学
生
も
い
た
。

机
上
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
現

場
で
は
何
が

起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
肌

で
感
じ
る
た

め
、
国
内
外

で
の
「
本
物
」

を
経
験
す
る

こ
と
の
重
要

性
を
伝
え
る
。

“I think or I 
believe

”
で

は
な
く
、“I 

know

”
と
自

信
を
も
っ
て

言
え
る
よ
う
、

「
物
事
の
本
質

を
見
極
め
る
力
」
を
養
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

ゼ
ミ
生
に
は
「
未
来
へ
の
投

資
」
だ
と
思
っ
て
多
く
の
事
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

各
自
が
課
題
を
も
っ
て
、
よ
り

具
体
的
に
学
び
、
ど
の
よ
う
に

社
会
に
貢
献
で
き
る
か
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
に

「
こ
れ
だ
け
は
や
り
き
っ
た
、

充
実
し
た
」
と
胸
を
張
っ
て
言

う
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
活
動
が

私
の
理
想
で
あ
る
。
本
紙
発
行

後
の
８
月
下
旬
、
多
く
の
研
究

者
が
集
う
「
日
本
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
学
会
第
21
回
大
会
」
に
て
、

ゼ
ミ
生
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

だ
課
題
を
発
表
す
る
機
会
を
得

た
。
武
者
修
行
は
学
生
、
教
員

共
に
続
く
の
で
あ
る
…
。

（
准
教
授
　
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
貢
献
演
習
、
演
習
I

ほ
か
）

経営学部
スポーツ経営学科
渡辺�泰弘�准教授

81

物事の本質を見極めろ！

　

今
か
ら
40
年
以
上
前
に
な
る

が
、
大
学
に
入
学
し
て
間
も

な
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
虜
に

な
っ
た
。
当
時
は
オ
ー
デ
ィ
オ

ブ
ー
ム
の
真
っ
盛
り
。
家
庭
教

師
を
し
て
貯
め
た
お
金
で
オ
ー

デ
ィ
オ
機
器
を
購
入
し
、
投
資

金
額
は
１
０
０
万
円
近
く
に
も

な
っ
た
。
当
時
聞
い
て
い
た
音

楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
管
弦
楽
、

器
楽
が
中
心
で
あ
っ
た
。
オ
ペ

ラ
は
視
覚
情
報
と
し
て
の
映
像

が
な
い
音
楽
の
み
で
楽
し
む
し

か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。オ
ペ
ラ
に
目
覚
め
る
の
は
、

ビ
デ
オ
の
普
及
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ビ
デ
オ
の
普
及
は
、
１
９
７
５

年
頃
に
始
ま
る
。
１
９
９
０
年

頃
に
オ
ペ
ラ
の
視
聴
を
目
的

に
、
高
画
質
の
Ｓ
―

Ｖ
Ｈ
Ｓ
規

格
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
と
大
画
面

の
テ
レ
ビ
を
購
入
し
た
。
こ
れ

以
降
、
私
は
総
合
芸
術
と
し
て

の
オ
ペ
ラ
の
魅
力
の
虜
に
な

る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―

Ｂ
Ｓ
放
送
で
放
映

さ
れ
た
オ
ペ
ラ
の
大
部
分
を
録

画
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
録
画
し

た
オ
ペ
ラ
は
す
べ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

ダ
ビ
ン
グ
し
、
さ
ら
に
現
在
で

は
よ
り
高
画
質
な
ブ
ル
ー
レ
イ

デ
ィ
ス
ク
で
オ
ペ
ラ
番
組
を
録

画
し
、
鑑
賞
し
て
い
る
。
オ
ペ

ラ
を
中
心
と
し
た
音
楽
関
係
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
１
０
０
０
枚
を
軽
く

超
え
、
ブ
ル
ー
レ
イ
も
２
５
０

枚
を
超
え
た
。
録
画
し
た
も
の

の
、
観
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も

多
数
あ
る
。

　

私
は
、
大
学
院
修
了
後
、
28

年
間
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
製

造
業
に
勤
め
た
。
そ
の
間
、
仕

事
、
学
会
報
告
、
学
協
会
の
調

査
団
、
私
的
な
旅
行
な
ど
で
多

く
の
国
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
、

欧
米
で
は
多
数
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
を
訪
ね
、
多
く
の
オ
ペ
ラ
を

観
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

歌
劇
場
に
は
３
回
、

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
も
３
回
、フ
ォ

ル
ク
ス
オ
パ
ー
も

３
回
、
パ
リ
・
オ

ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ

宮
２
回
、
プ
ラ
ハ

の
国
立
歌
劇
場
な

ど
。
オ
ペ
ラ
・
シ
ー

ズ
ン
で
な
い
時
期

に
訪
問
し
て
も
、

可
能
な
限
り
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
を
見
学
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
コ

ヴ
ェ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
王
立
歌
劇

場
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
バ
イ
エ
ル

ン
国
立
歌
劇
場
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
立
歌
劇
場
、
ロ
ー
マ
歌
劇

場
、
ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
劇
場
、

オ
ラ
ン
ダ
国
立
歌
劇
場
、
オ
ス

ロ
歌
劇
場
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
歌

劇
場
な
ど
。
珍
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊
外
の

ド
ロ
ッ
ト
ニ
ン
グ
ホ
ル
ム
宮
殿

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
も
訪
問
し

た
。
オ
ペ
ラ
マ
ニ
ア
に
は
有
名

だ
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら

私
の
音
楽
遍
歴

往
復
丸
１
日
か
け
て
わ
ざ
わ
ざ

訪
ね
る
人
は
珍
し
い
と
思
う
。

　

訪
問
し
た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
劇

場
で
収
録
さ
れ
た
ビ
デ
オ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
必
ず
購
入
し

た
。
欧
米
の
ビ
デ
オ
は
、
記

録
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
る
た

め
、
直
接
再
生
で
き
な
い
。
そ

こ
で
特
殊
な
デ
ッ
キ
を
購
入

し
、
日
本
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

変
換
し
て
鑑
賞
し
た
。
ド
ロ
ッ

ト
ニ
ン
グ
ホ
ル
ム
宮
殿
の
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
で
収
録
さ
れ
た
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔
笛
」
は
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
私
の
オ
ペ
ラ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
現
在
も
増
え
続
け
て

い
る
。本
学
を
退
職
し
た
の
ち
、

時
間
が
で
き
れ
ば
す
べ
て
を
観

直
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

い
つ
ま
で
長
生
き
す
れ
ば
こ
の

夢
が
か
な
え
ら
れ
る
か
、
恐
ろ

し
く
て
計
算
で
き
な
い
。
こ
れ

が
現
在
の
心
配
の
種
で
あ
る
。

（
教
授
　
経
営
情
報
論
、
生
産

管
理
論
ほ
か
）

経営学部 経営学科 岡田 斎 教授

平
成
31
年
３
月
卒
業
者 

就
職
率
98
・
６
％

教
職
員
と
学
生
の
強
い
信
頼
関
係
を
築
き

就
職
活
動
の
歩
み
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

商品を手に発売を喜ぶ学生たち

講演会の様子

学内合同企業説明会にて学生に
アドバイスをするキャリアセンター職員

産
学
連
携
事
業
で
学
生
ら
が

共
同
開
発
し
た
商
品
が
発
売

女
子
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

講
演
会
・
茶
話
会
を
実
施



広 島 経 済 大 学 広 報 第 138 号（5） 令　和　元　年  ８  月  1  日

　2019 年 の
春季リーグで
チ ャ レ ン ジ
リーグから２
部に昇格する
ことができま
した。現在は
秋季リーグで
の１部昇格を
目標に、チー

ム一丸となって練習に励んでいます。また、昨年の中国四国学生バレー
ボール選手権大会ではベスト 8 だったので、今年はその記録を越える
ことも大きな目標です。
　練習時間は決して多くありませんが、短時間で質の良い練習を心が
け、チーム力を磨いています。試合では、劣勢のときにこそ冷静を保
ち、いかに早くチームを立て直すかを考え、チーム本来の力を発揮で
きるよう努めています。チームの魅力は、学年の枠を超えて互いを尊
重し合いながら何でも言い合える信頼関係があることです。皆さんも
ぜひ、私たちと一緒にバレーボールを楽しみましょう！

活動日・時間／月・火・木　17:00 ～ 20:00
場所／体育館
活動内容／中国大学バレーボールリーグ戦（春・秋）、天皇杯、西日 
　　　　　本インカレ、中国四国学生バレーボール選手権大会（春・秋）

チーム力と冷静さで
勝利を目指す！

バレーボール部

　

令
和
元
年
度
広

島
経
済
大
学
学
生

表
彰
受
賞
者
及
び

石
田
学
園
各
種

奨
学
生
が
決
定
し

た
。
今
年
度
は
、

学
生
表
彰
者
に
３

名
、
奨
学
生
に
29

名
の
学
生
が
対
象

者
と
な
っ
た
。
決

定
し
た
表
彰
者
、

奨
学
生
は
次
の
と

お
り
。

●
広
島
経
済
大
学

学
生
表
彰（
３
名
）

学
部
の
２
～
４
年

生
に
お
い
て
、
前

年
度
１
年
間
に
36

単
位
以
上
修
得
し

た
者
の
中
で
の
学

業
成
績
Ｇ
Ｐ
Ａ
の

順
位
が
各
学
年
で

第
１
位
の
者
。

柿
林
智
紀
（
経
済

学
科
４
年
）・
中

野
亜
香
璃
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
３
年
）・
高

田
香
（
経
営
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
業
奨
学
生
（
20

名
）

学
業
成
績
、
人
物
と
も
に
優
秀

な
学
生
に
対
し
て
支
給
。

久
万
紗
希
（
経
済
学
科
４
年
）・

柿
林
智
紀
（
経
済
学
科
４
年
）・

阿
部
裕
樹
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
４
年
）・
岡
本
大
輝
（
経
済

学
科
４
年
）・
福
田
省
吾
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年
）・
沖

本
暢
輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

４
年
）・
杉
山
も
も
こ
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
４
年
）・
中
野
亜

香
璃
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
３
年
）・
大
森
千
歳
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）・
鎌
田

凌
（
経
営
学
科
３
年
）・
箕
浦

和
也
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３

年
）・
田
頭
美
桜
（
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
３
年
）・
井
上
真
那

（
経
済
学
科
３
年
）・
紫
竹
翔
太

（
経
済
学
科
２
年
）・
原
田
松
太

郎
（
経
済
学
科
２
年
）・
井
原

圭
悟
（
経
営
学
科
２
年
）・
堀

直
人
（
経
済
学
科
２
年
）・
熊

田
奏
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
２
年
）・
長
谷
川
莉
音
（
経

済
学
科
２
年
）・
平
賀
世
樹
（
経

営
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
ア
ク
テ
ィ
ブ
奨
学

生
（
２
名
）

　

学
業
の
修
得
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
若
者
ら
し
い
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
な
ど
、
本
学
学

生
の
模
範
と
し
て
相
応
し
い
と

認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
支
給
。

山
口
智
矢
（
経
済
学
科
３
年
）

=

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
も
最
も
人
数
の
多
い
「
宮
島

の
魅
力
を
発
信
し
た
い
学
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
、

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
（
西
日
本
リ
ー
ダ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
）
に
参
加
し
サ
イ

パ
ン
で
日
本
の
文
化
を
伝
え
る

授
業
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

自
己
研
鑽
に
努
め
て
き
た
。
今

後
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
就

職
に
つ
な
げ
た
い
と
の
意
欲
を

持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
評
価

し
た
。

古
岡
陸
斗
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
３
年
）=

陸
上
競
技
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
裏
方
で
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
の
特
色
づ
く
り
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
企
画

中
）の
協
力
な
ど
を
評
価
し
た
。

●
石
田
学
園
学
部
と
の
５
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
奨
学
生
（
７
名
：
内

前
年
度
か
ら
の
継
続
３
名
）

専
門
的
な
知
識
の
修
得
及
び
高

度
な
研
究
活
動
を
志
す
者
に
支

給
。

小
川
範
智
（
経
営
学
科
４
年
）・

川
城
孝
輔
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
４
年
）・
木
村
雄
介
（
経
済

学
科
４
年
）・
千
葉
裕
斗
（
大

学
院
前
期
課
程
）

【
継
続
】
長
野
圭
佑
（
大
学
院

前
期
課
程
）・
佐
竹
良
樹
（
大

学
院
前
期
課
程
）・
小
波
石
雄

介
（
大
学
院
前
期
課
程
）

　10 月 26 日（土）、27 日（日）広島経済
大学において第 52 回経大祭を開催します。
今年のテーマは「advance」です。この

「advance」という言葉には、（目標に向かっ
て）前進する・進歩する・向上するといっ
た意味があり、今年、私たちは今まで先輩方が作り上げてきた経大祭をベースとしながら、
さらに質を上げていき、今までで最高の経大祭を創るという目標を掲げております。
　既存の企画の質をより上げることに加え、新たな試みを行うことで、ご来場くださるお客
様に満足していただける大学祭にしたいと思います。第 52 期大学祭実行委員一同全力で取
り組んでいますので、ぜひ足をお運びください。

第52回 経大祭開催

10/26（土）・27（日）
テーマ：「advance」

問い合わせ先：学務センター学生課　TEL 082-871-1003

問い合わせ先：興動館 TEL 082-832-5010

　祇園・興動祭は「地域との
つながりや交流によって祇
園地区を活性化させる」こと
を目的に、平成18年から毎
年開催してきました。14回
目を迎えた今年は11月17日

（日）11時～ 18時、広島経済
大学興動館において開催いた
します。ステージや屋台など、
多彩な催しをご用意して皆さ
まのご来場をお待ちしており
ます。詳細については本学オ
フィシャルサイトをご確認く
ださい。

第14回 祇園・興動祭 開催のお知らせ
開催日：11月17日（日）11時～18時

　

４
月
27
日
、
28
日
に
山
口
県

維
新
百
年
記
念
公
園
ス
ポ
ー
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
第
52
回
中

国
学
生
弓
道
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
、
本
学
弓
道
部
の
三
原 

優
佳
さ
ん
（
経
済
学
科
３
年
・

愛
媛
県
／
宇
和
島
南
中
等
教
育

学
校
出
身
）
が
女
子
個
人
で
優

勝
し
た
。
一
次
予
選
の
１
立
ち
　

５
月
17
日
～
19
日
に
岡
山
県

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場

に
て
開
催
さ
れ
た
第
73
回
中
国

四
国
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
藤
原
め
い

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
１

年
・
広
島
県
／
西
条
農
業
高
校

出
身
）
が
女
子
４
０
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
で
優
勝
。
決
勝
で
は
60
秒

24
と
予
選
タ
イ
ム
を
縮
め
て
の

優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、
男
子

５
０
０
０
㍍
に
出
場
し
た
木
邑

駿
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

４
年
・
岡
山
県
／
倉
敷
高
校
出

身
）
も
14
分
41
秒
98
と
い
う
好

タ
イ
ム
で
優
勝
を
飾
り
、
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

４
射
２
中
の
条
件
を
ク
リ
ア
し

て
通
過
し
、
外
し
た
者
か
ら
脱

落
し
て
い
く
決
勝
射
詰
め
で
５

射
目
ま
で
中
て
続
け
て
の
優
勝

と
な
っ
た
。

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

第
52
回
中
国
学
生
弓
道

競
技
大
会
に
お
い
て

女
子
個
人
で
優
勝

陸
上
競
技
部
が
第
73
回
中
国
四

国
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
に
お
い
て
２
種
目
で
優
勝

トロフィーを手にする三原さん

表彰式で笑顔を見せる藤原さん（中央）

感謝状を受け取る三宅さん（右）

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

人
命
救
助
で
安
佐
南
警
察
署
か
ら

本
学
学
生
に
感
謝
状
を
贈
呈

令和元年度

決
定

　

５
月
31
日
、
安
佐
南
警
察
署

に
お
い
て
、三
宅
貴
也
さ
ん（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年
・
山
口

県
／
防
府
西
高
校
出
身
）が「
人

命
救
出
保
護
に
よ
る
功
労
」
を

讃
え
ら
れ
、
安
佐
南
警
察
署

署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

　

三
宅
さ
ん
は
、
５
月
１
日

21
時
半
頃
、
安
佐
南
区
祇
園

３
丁
目
の
踏
切
内
に
泥
酔
し

て
倒
れ
て
い
た
高
齢
の
男
性

を
発
見
し
、
電
車
が
迫
る
中

緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
て

電
車
を
止
め
、
降
り
て
き
た

車
掌
と
と
も
に
踏
み
切
り
の

外
に
男
性
を
運
び
出
し
救
助

し
た
。
そ
の
後
、
男
性
は
警

察
に
保
護
さ
れ
、
無
事
帰
宅
し

た
。
感
謝
状
を
受
け
、
三
宅
さ

ん
は
「
男
性
が
無
事
で
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

学生表彰者、石田学園奨学生

　

５
月
３
日
～
５
日
に
開
催
さ

れ
た
「
２
０
１
９
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
、

本
学
は
３
日
間
、「
興
動
人
ひ

ろ
ば
」
と
名
付
け
た
ブ
ー
ス
を

設
け
、
延
べ
１
３
０
名
の
学
生

た
ち
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
産
官
学

民
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、
興
動

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
た
ち

が
日
頃
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

で
協
力
し
て
い
だ
い
て
い
る
行

政
や
企
業
の
方
々
と
連
携
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
共
同
で
企
画
し
た
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
貢
献

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
た
ち

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
工

芸
品
販
売
や
伝
統
工
芸
品
の
工

作
体
験
を
行
い
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
た
。
ま
た
、「
動
物
た
ち

の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る「
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
～
動
物
た
ち
の
命
の

パ
ネ
ル
展
」
で
は
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
説
明
を
行
い
、
熱
心
に

聞
き
入
る
来
場
者
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
陸
上
競
技
部

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー

ズ
熊
本
大
会 

第
28
回
栗
金
記

念
選
抜
陸
上
中
長
距
離
大
会

２
０
１
９【
男
子
１
５
０
０
㍍
】

大
竹
康
平
（
５
位
）、
山
崎
優

希
（
18
位
）

▽
第
53
回
織
田
幹
雄
記
念
国
際

陸
上
競
技
大
会
（
長
距
離
）（
短

距
離
）
出
場

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

延
岡
大
会 

第
30
回
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゲ
ー
ム
ズ
in
の
べ
お
か
【
男

子
１
５
０
０
㍍
】大
竹
康
平（
７

位
）【
男
子
５
０
０
０
㍍
】
木

邑
駿
（
１
６
９
位
）

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

大
阪
大
会 

第
６
回
木
南
道
孝

記
念
陸
上
競
技
大
会
【
男
子

８
０
０
㍍
】
濱
松
海
斗
（
９
位
）

▽
２
０
１
９
日
本
学
生
陸
上

競
技
個
人
選
手
権
大
会 

【
男
子

８
０
０
㍍
】
山
崎
優
希
（
11
位
）

【
男
子
１
５
０
０
㍍
】
大
竹
康

平（
４
位
）【
男
子
５
０
０
０
㍍
】

木
邑
駿
（
40
位
）

▽
第
１
０
３
回
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
出
場

○
空
手
道
部

▽
第
63
回
全
日
本
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

第43回
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第 4 回

オープンキャンパス開催！

問い合わせ先：入試広報センター　TEL.082-871-1313

オープンキャンパス学生スタッフ

　学部・学科別模擬授業、リアル授業ラ
イブ、入試説明会のほか特別プログラム

「先輩の声を聞こう！」などさまざまな
イベントを用意し、皆さまのお越しをお
待ちしております。

8月25日日 10：30～15：30

無料送迎
バス運行
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平
成
31
年
３
月
31
日
、
経

営
学
部
経
営
学
科
幸
田
圭
一

朗
准
教
授
が
博
士
（
経
営
学
）

の
学
位
を
取
得
し
た
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
に
お
け

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
Ｖ
Ｃ
）
の
投
資
行
動
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
を
対
象
と

し
た
財
務
デ
ー
タ
に
よ
る
実

証
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ら
が

投
資
先
企
業
や
Ｖ
Ｃ
投
資
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
立
命
館
大

学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
に

学
位
論
文
を
提
出
。
結
果
、

学
位
を
取
得
し
た
。

論
文
題
目

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投

資
行
動
に
関
す
る
実
証
分
析
」

　

本
学
前
学
長
で
大
学
院
経
済

学
研
究
科
前
研
究
科
長
の
前
川

功
一
名
誉
教
授
が
、
令
和
元
年

５
月
21
日
、「
令
和
元
年
春
の

叙
勲
」
に
お
い
て
「
瑞
宝
中
綬

章
※
」
を
受
章
し
た
。

 

今
回
の
受
章
は
、
計
量
経
済

学
の
分
野
で
の
長
年
に
わ
た
る

教
育
研
究
活
動
、
お
よ
び
国
立

大
学
の
副
学
長
や
本
学
の
学
長

な
ど
大
学
運
営
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
川
功
一
名
誉
教
授
は
、
広

島
大
学
を
退
官
後
、
平
成
19
年

に
本
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教

授
と
し
て
着
任
し
、
平
成
20
年

に
は
学
長
に
就
任
。
入
試
改
革

や
教
育
改
革
な
ど
多
く
の
功
績

を
残
し
平
成
29
年
３
月
に
学
長

職
退
任
後
も
、
非
常
勤
講
師
と

し
て
大
学
院
の
研
究
指
導
と
自

ら
の
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。

※
瑞
宝
中
綬
章
：
公
務
等
に
長

年
に
わ
た
り
従
事
し
成
績
を
挙

げ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
。

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館玄関・
図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各自自由に持ち帰ってくださ
い。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所まで来てください。

◆広島経済大学経済研究論集　第41巻　第4号　（2019年3月）
【論　説】
米国経営の根底思想 ―経済思想，社会思想，宗教思想― 高岡 義幸（教　授）
中国商業銀行の不良債権問題と信用リスク管理 馮 　萌芸（広島経済大学大学院後期課程）
 西脇 廣治（教　授）
2018年のスマートフォン製品市場の陰の競争 山本 雅昭（教　授）

【研究集会報告】
経済における因果性の探索 前川 功一（名誉教授）
経済研究論集　第41巻　総目次

◆広島経済大学研究論集　第41巻　第4号　（2019年3月）
【論　説】
ハワイ島コナ広島県人会の設立と加藤磯雄 田中   泉（教　授）

「命を守る」地域防災力向上へのさらなる取り組み
―広島市の平成30年７月豪雨における検証会議を新たな出発点に― 松井 一洋（教　授）
日本統治期台湾における都市法制の展開
―固有法の内在化を契機として― 宮畑 加奈子（教　授）
相続法改正と相続税法の交錯に関する研究 餅川 正雄（教　授）
研究論集　第41巻　総目次

◆広島経済大学経済研究論集　第42巻　第1号　（2019年7月）
【論　説】
インドネシアの海洋水産政策
―リアウ諸島州ナトゥナ県における総合海洋水産センター（SKPT）開発 ―
 平本 賢了（教　授）
組織のサポートと仕事の自律性が営業担当者の
クリエイティビティに与える影響 関 　隆教（助　教）

【研究集会報告】
地域経済における資本移動の流動性 ―韓国の場合―
 貫名 貴洋（国士舘大学政経学部 准教授）
 宜名眞 勇（教　授）
 早川 和彦（広島大学大学院経済学研究科 教授）

◆広島経済大学研究論集　第42巻　第1号　（2019年7月）
【論　説】
道徳科の指導と評価を改善していく校内研修 胤森 裕暢（教　授）
 広島市立安佐南中学校道徳教育推進委員会
日本の相続法における特別受益制度と
相続税法に関する研究 餅川 正雄（教　授）
シャウトによる筋力増強効果　―疲労の有無に着目して― 柳川 和優（教　授）
 磨井 祥夫（福山平成大学福祉健康学部 教授）
An Analysis of English-language YouTube Videos　
Related to Minamata Disease:
Prior to the Release of the Hollywood Film “Minamata”
 Richard A. Forrest（講　師）

【研究ノート】
広島経済大学におけるスポーツのマネジメントについて
―アスレティックデパートメント構想への提案― 松田 　亮（准教授）

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学専修
コース]10名（外国人留学生、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

出 願 期 間 Ⅰ期＝2019年8月1日（木）～8月19日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝2019年9月3日（火）･4日（水）
Ⅱ期＝2020年2月20日（木）･21日（金）

合 格 発 表 Ⅰ期＝2019年9月10日（火）午前10時
Ⅱ期＝2020年2月28日（金）午前10時

［社会人特別選抜］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程 [経済学専修コース]若干名
(外国人留学生を含む)

出 願 期 間 Ⅰ期＝2019年8月1日（木）～8月19日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝2019年9月4日（水）
Ⅱ期＝2020年2月21日（金）

合 格 発 表 Ⅰ期＝2019年9月10日（火）午前10時
Ⅱ期＝2020年2月28日（金）午前10時

■大学院　博士課程後期課程

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）

出 願 期 間 2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月20日（木）
合 格 発 表 2020年2月28日（金）午前10時

■学部　AO 入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）20名

エントリー期間 Webでのエントリー　2019年6月16日（日）～8月22日（木）
オープンキャンパスでのエントリー　2019年8月25日（日）

全体説明・
一 次 面 談 2019年8月1日（木）、8月2日（金）、8月25日（日）のうちいずれか1日

出 願 期 間 2019年8月26日（月）～9月6日（金）【締切日消印有効】
二 次 面 談 2019年9月24日（火）～9月30日（月）
合 格 発 表 2019年10月10日（木）午後5時

■学部　特別推薦入学試験（スポーツ、特定資格、海外経験分野）

募集人員
経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）

（スポーツ分野35名､特定資格分野15名、海外経験分野2名）
※スポーツ経営学科はスポーツ分野のみ募集

出願期間 2019年11月1日（金）～11月8日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2019年11月19日（火）
合格発表 2019年11月28日（木）午後5時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（1 期・2 期・3 期）

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

１
期

出願期間 2019年11月1日（金）～11月8日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2019年11月19日（火）
合格発表 2019年11月28日（木）午後5時

２
期

出願期間 2020年1月4日（土）～1月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月6日(木)
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

３
期

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日(水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　一般公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部（経済学科55名）／経営学部（経営学科50名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 2019年11月1日（金）～11月8日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2019年11月19日（火）
合格発表 2019年11月28日（木）午後5時
※3学科併願制　1回の受験で3学科まで出願することが可能です。

■学部　一般入学試験（1 期・2 期）

１
期

募集人員
経済学部（経済学科105名）／経営学部（経営学科100名・スポーツ経営
学科25名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科25名・
メディアビジネス学科25名）

出願期間 2020年1月4日（土）～1月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月6日（木）・7日（金）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

２
期

募集人員
経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営学
科5名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・
メディアビジネス学科5名）

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日(水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

※  試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できます。 
両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【1期のみ】

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。
※ 商業学科等優先選抜枠を設置。(経済学科10名、経営学科10名、スポーツ経営学科5名 

ビジネス情報学科5名、メディアビジネス学科5名)【1期のみ】

■センター利用入学試験（1 期・2 期）

１
期

募集人員 経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 2020年1月4日（土）～1月31日（金）【締切日消印有効】
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

２
期

募集人員 経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。

■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日(水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　編入学試験
募集人員

（3 年 次 編 入 ）
経済学部（経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・
スポーツ経営学科）若干名

募集人員
（2 年 次 編 入 ）

経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）若干名

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日(水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　6名

出願期間 2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月4日（火）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 Ⅰ期＝2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2020年2月10日（月）～2月20日（木）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝2020年2月4日（火）／Ⅱ期＝2020年3月5日（木）

合格発表 Ⅰ期＝2020年2月17日（月）午後3時
Ⅱ期＝2020年3月10日（火）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
選 考 日 2020年2月4日（火）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

2020年度 学生募集要項
学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp
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前川 功一 名誉教授

令和元年度 広島経済大学公開講座

テーマ ゴールデン・スポーツイヤーズ～スポーツイベント～
受講料
無料

定員50名
　今年 2019 年から３年間は、ラグビーワールドカップ（2019）、東京オリンピッ
ク（2020）、関西ワールドマスターズゲームズ（2021）と、世界規模のスポーツ
イベントが日本国内で開催される“ゴールデン・スポーツイヤーズ”が始まります。
これらスポーツイベントに着目しつつ、あらためてスポーツへの理解を深めてみ
ませんか。
　今回の一連の講座では、スポーツイベントを通してスポーツへのかかわりの多
様性（する・みる・ささえる・つくる・つたえる）を広島経済大学スポーツ経営
学科のスペシャリスト（教員）がわかりやすくご紹介します。
　スポーツは、今や、社会的、経済的、さらに文化的にも、私たちの生き方や暮
らしに大きく影響を与えています。受講を通して、新たなスポーツ王国広島の未
来を切り拓く一助とすべく、スポーツ（イベント）のもつ力（効果や価値）を一
緒に探っていきましょう。

第1回
10/29
（火）

ゴールデン・スポーツイヤーズーメガ・スポーツイベントと
広島―（総論：スポーツイベント） 講師　岡安 功（准教授）

メガ・スポーツイベントは、開催都市だけでなく開催国に対しても様々な効果をもたら
すといわれています。本講座では、広島の事例も含めながらその効果を概観します。ま
たメガ・スポーツイベントによる街づくりについても考えます。

　

第2回
11/5
（火）

メガ・スポーツイベントのマネジメント（ビジネス）
（つくる・ささえるスポーツ：スポーツビジネス） 講師　林 和夫（教授）

2002FIFAワールドカップ開催での実体験とともに、ゴールデン・スポーツイヤーズに
開催されるメガ・スポーツイベントの大会規模や予算、マーケティング構造、リスクマ
ネジメント、大会後のレガシーなどの話題を現場の声も含め紹介します。

　

第3回
11/12
（火）

スポーツイベントとメディア（つたえるスポーツ：メディア・スポーツ）
 講師　渡辺 勇一（教授）

新聞、放送はスポーツイベントを商業利用し、部数増や収益増を図ってきました。新聞社が仕掛
けた高校(中等)野球は100年を超え、プロ野球も80年を経ています。五輪やサッカーW杯は放
送権料の高騰という弊害をもたらしています。これら昨今のスポーツ報道事情を解き明かします。

　

第4回
11/26
（火）

オリンピックと私（広島）（するスポーツ：オリンピアン）
 講師　尾方 剛（准教授）

4年に一度の祭典、オリンピックが2020年東京で開催されます。私は2008年北京で
行われた同大会にマラソン代表として出場しました。色々な競技が集結し一斉に開催さ
れる、言わば世界の大運動会です。アスリートとして培った様々な経験をお伝えします。

●コーディネーター／濵田　敏彦（教授）
●時間／18:00～19:30（開場17:30）
●会場／〒730-0036　広島市中区袋町6-36　広島まちづくり市民交流プラザ　研修室C
●申込手順
手順1. 講座を受けるためには、受講証が必要です。教育ネットワーク中国に登録

の手続きをしてください。詳しくは、http://www.enica.jp/hiroshima/
index.htmlを参照してください。

 また、教育ネットワーク中国「ひろしまカレッジ事務局」にお問い合わせください。
 〒730-0803　広島市中区広瀬北町9-3（広島修道大学インターナショナルハウス内）
 教育ネットワーク中国「ひろしまカレッジ事務局」
 TEL（082）533-7590　FAX(082)533-7591
 ※なお、すでに受講証をお持ちの方は、再度、登録の必要はありません。
手順2. 受講証の手続きが終わった方は、または、すでに受講証をお持ちの方は、電

話、ファックス、来所にて、①希望講座もしくは大学名　②氏名（ふりがな）
③住所　④連絡先（電話番号・ファックス番号等）を以下の申し込み先にお
知らせください。

 ※郵送（はがき等）による申し込みは受け付けておりません。
●申込先・問合せ先／公益財団法人広島市文化財団ひと・まちネットワーク部管理課
 〒730-0036　広島市中区袋町6-36
 （広島市まちづくり市民交流プラザ北棟5階）
 TEL(082)541-5335　FAX（082）541-5611
●受付時間／月～金（祝日を除く）8:30～17:15まで（来所の場合は9:30から）

※ 個人情報については、大学・教育ネットワーク中国と共有しますが、事業運営以外の目的には使用しません。

シティカレッジ 10月1日（火）受付開始

※申込日時厳守、先着順、定員になり次第締め切ります

人
　
事

幸田 圭一朗 准教授

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジン
で配信しています。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済
大学及び学生たちの
ことを知る一助にし
ていただければと思
います。保護者の皆
さまの多数のご登録
をお待ちしておりま
す。登録方法はオフィ
シャルサイトから“保
護者の方”をクリック
してください。

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）


